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東京都支部・こくみん共済coop共催  

202２ライフプランセミナーの開催について 

「相続を争族にしないための5つのポイント」 

～ 相続における誤解と家族状況に応じた対処法～ 

 

日頃よりUAゼンセンの諸活動に対しご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。 

さて、毎年恒例のライフプランセミナーの今年度のテーマは「相続」です。相続に対する

備えを怠ると、親族間でトラブルが発生し「争族」に発展するケースがあります。そうな

らないために事前に備えておくべき5つのポイントをお伝えします。また、モデル例で簡

単な相続税の計算方法を学び、勤労世帯におけるケーススタディを踏まえることで参加者

の事前対策に繋げます。 

ファイナンシャルプランナーの専門家よりわかりやすく説明していただきます。積

極的なご参加をよろしくお願い致します。 

 

 

記 

 

１．と き  20２２年８月２2日（月）13：00～1６：00（受付12：30） 

 

２．開催方法 WEB開催 

自宅や組合事務所などインターネット環境が整った場所からご参加く 

ださい。 

 

 

３．内 容  「相続を争族にしないための5つのポイント」＜1２0分（予定）＞ 

～相続における誤解と家族状況に応じた対処法～ 

        講師：ＣＦＰ ファイナンシャルプランナー  

            生活経済研究所長野 所長 塚原 哲 氏（予定） 

         ・争いの種になる誤解 

         ・相続に関わる基礎知識 

         ・家族構成別ケーススタディ 

         ・争族を回避する5つのポイント 



４．対 象  組合役員ならびに組合員と、また本人参加時、同時に配偶者も参加可 

 

５．参加方法  オンライン参加（ZOOM使用） 

 

６．参加費 無料 （通信費は参加者負担でお願いいたします。） 

 

７．申込み  ７月３１日（日）迄に以下の方法にてご連絡ください。 

グーグルフォーム：https://forms.gle/rNMeezJcHWJGuAhm9      

  に必要事項を入力してください。 

 

８．連絡先  ユニオン事務局（担当：砂岡） 

【ＴＥＬ０３－５５３０－５５１９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



        

 

1970 年東京都生まれ。1993 年早稲田大学理工学部卒業。精密機器メーカー入社と同

時に子会社のソフトハウスに出向。1998 年 AFP 資格を取得。精密機器メーカーの労働

組合役員に就任。｢組合員の可処分所得の最大化｣を目的としてライフサポート活動を立

ち上げ、執行委員、書記局の FP 組織化に貢献。2000 年 CFP 資格を取得、2001 年生

活経済研究所長野を設立。2004 年こくみん共済 coop（全労済）｢生活保障プランナー

講座｣及び｢ユニステーション｣の立ち上げに参画、エフ･ピー･アイ･ジェイ有限会社（現

エフ･ピー･アイ･ジェイ株式会社）を設立。 

 

2006 年日本 FP 協会長野支部長、日本 FP 協会関東ブロック・副ブロック長を歴任。

2014 年 7 月から日本 FP 協会評議員を歴任、労働組合コンサルタントとして全国で活

動。日本経済新聞、プレジデント、日経マネー等の媒体に執筆多数。FPI-J.TV にレギュ

ラー出演。著書に「銀行・保険会社では教えてくれない 一生役立つお金の知識」（日経

BP 社）。 

• 趣味 

ピアノ演奏、パイプオルガン演奏、新短歌（現代口語短歌）。ザ･ハーモニーホール（長

野県松本市）の松本オルガン同好会、新短歌社（京都府京都市）、未来山脈社（長野県下

諏訪町）に所属。 

• 得意分野 

住宅取得支援、保障の見直し、退職前世代のライフプランニング、労働組合の投資顧

問。企業内（職域）保障は日本一詳しいと自負している。2000 年に新築住宅を現金で

取得。 

 

• ひと言 

元来、日本人は｢お金｣について真正面から話すことを嫌う傾向にありますが、だからと

いって｢お金｣について無関心でいいはずはありません。しかし、「お金｣は夢の実現の手

段であって、それ自身が最終目的でもありません。 

1.心に大きな夢を描くこと 

2.その夢の実現にかかる｢お金｣を真正面から見積もること 

3.最悪の事態にも備えておくこと 

 

夢の実現を急ぐ余り、家計にリスクを侵すようなことがあってはなりません。社会経済

がどんなに混乱しても｢労働組合のおかげで路頭に迷わず助かった｣という家庭がたくさ

んあってほしい。これが非営利活動団体としての｢労働組合｣にこだわる私の願いです。

その為にも組合員の可処分所得の最大化を実現するためのライフプラン実現とリスク管

理手法を研究し、皆さんの夢を安全に高確率で実現に導けるよう、努力する所存です。 


